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オンラインカジノ
論理思考や分析思考をもとに、入金不要ボーナスをさまざまな観点で解析し、読者に分かりやすく解説するのが得意。独自のレーダーチャートは、その他メディアでも参考
にされ業界の標準化にも貢献した。当メディアの運営以外では、大手オンカジサイト立ち上げ時の外部アドバイザーとしても活動している。 わたくしは、初心者でも分か
りやすく、そして経験者の方が読んで好奇心がそそられるような記事制作を心がけて参りました。今後も皆様のために、この姿勢を変えません。過去にはITコンサルティ
ング業務を行なっていたので、情報分析や論理的な思考が得意です。これらのスキルを活かして、皆さんにとって有益な記事を制作します。今後とも、どうぞよろしくお願
いいたします！

オンカジ運営側でカスタマーサポート、キャンペーン企画、マーケティング、そしてトラブル対応など多岐に渡る役割を経験。その後、幅広い経験が認められ、カジマル
mybuddrh.com.comのエディトリアルチームに参画。 過去には、ホスピタリティマネジメントの学士号を取得し、実務経験も積んでいるため、顧客管理に
対する知識が深い。そのため、利用者目線での分析を得意とする。オンカジ業界はまだサービス面での改善が必要であると考え、著者そして評論家として、率直な批評もい
とわない。

・当サイトからK8カジノにアクセスし、登録フォームの「招待コード欄」にコードが自動入力されているかを確認して登録
※cjrankinglp、cjrankingndbのように、cjから始まるコードが自動で入力されています ・登録後メールが届いたらメール認証をします ・ア
カウント設定の「KYC認証」でレベル2までを行います ・認証が終わったら、サポートチャットに「入金不要40ドル」と申請して入金不要ボーナスを獲得してくださ
い ※入金不要ボーナスはUSDTとしてウォレットにチャージされます

カジノ
「インスタに写真を投稿したら、知らない人から肖像権の侵害だとDMが来た」「他人のYouTubeに自分の姿が映り込んでいるので削除してほしい」など、SNSの
投稿をめぐって肖像権が問題になるケースは少なくありません。 ご自身が肖像権を侵害したかもしれない、侵害されたかもしれないと思うと、損害賠償を請求されるので
はないか、画像や動画が悪用されるのではないかといった不安に感じる方も多いのではないでしょうか。 そこで今回は、肖像権侵害が問題になるのはどのようなケースか、
また、肖像権を侵害した場合、された場合の対処法 …

語源は家を指すイタリア語の「casa」 に縮小の語尾「-ino」が付いたものである。語源のイタリア語では基本「カズィノ」、フランス語、ポルトガル語なども
「カズィノ」。スペイン語や英語では通常「カスィノ」と発音される。ドイツ語のように地域によってsの発音が異なる場合など、どちらもあるいはその中間もあり得る。
同一表記を採用していても、文字と発音の関係が言語によって異なるためで、表記優先の例。日本語「カジノ(IPA: /kadʒino/)」は音を表記できていない。

また、同様のサービスはオンラインカジノでも行われており、さまざまな形で「ボーナス」と呼ばれるチップを提供していることも多い。しかし、これらのボーナスチップ
は受け取り後、有効（使用可能な状態）にするため一定期間内に一定額の賭けを行わなくてはならなかったり、ボーナスチップを賭けには使用できるが引き出すことができ
ない（プールに必ずボーナスチップが残るように引き出さなければならない）などの制約が多く、このような不自由を嫌うため、あえてボーナスを受け取らない客もいる。

1960年代以降、ラスベガスでは装飾や建築物を1つのテーマに合わせたテーマカジノが建設され、家族連れや地元客をターゲットにした新しいカジノが発展した。ショー
やリゾート施設といったエンターテイメントとの融合施設が主流となっている。カジノゲーム自体では他社と差別化が図れないのがカジノビジネスの欠点であった。しかし、
エンターテイメントショーで自社に顧客を集め、たとえエンターテイメントショー自体が赤字でも、ギャンブルから収益を得るビジネスモデルが一般化している。

ヨーロッパでは格式の高いカジノがあり、ネクタイ着用など服装規定が定められている場合が多い。イギリスには126軒のカジノがあり、主要都市に分散している。ドイ
ツのバーデン＝バーデンなどのカジノはその歴史から名所の1つになっている。ベルギーにも1930年開業のカジノがある 。それ以外に第二次世界大戦後に新設された
カジノも存在する。フランスには小さいものを含めれば160軒以上のカジノが存在し、カンヌやニースの高級ホテルの近くには一流のカジノがある 。

https://dradelmoalmeida.com.br/%e3%82%aa%e3%83%b3%e3%83%a9%e3%82%a4%e3%83%b3%e3%82%ab%e3%82%b8%e3%83%8e-2/
https://mybuddrh.com/


カジノギャンブル
上記以外に、インディアン自治区におけるカジノ（インディアン・カジノ）が存在する。いくつかの自治区が、チャリティ等の目的限定で合法化しているビンゴについて制
限を守らなかった事で州に訴えられたが、自治区では州の禁止には従うが、「規制」には従う必要が無いと主張し、認められた。自治区における賭博のルール作りのた
め、1988年にインディアン賭博規定法令（Indian Gaming Regulation Act）が定められた。この法により、州と自治区の間で事前に協議
が必要になったが、禁止されていないゲームについてカジノを開くことが認められた 。

ヨーロッパでは格式の高いカジノがあり、ネクタイ着用など服装規定が定められている場合が多い。イギリスには126軒のカジノがあり、主要都市に分散している。ドイ
ツのバーデン＝バーデンなどのカジノはその歴史から名所の1つになっている。ベルギーにも1930年開業のカジノがある 。それ以外に第二次世界大戦後に新設された
カジノも存在する。フランスには小さいものを含めれば160軒以上のカジノが存在し、カンヌやニースの高級ホテルの近くには一流のカジノがある 。

マカオ、マレーシア、フィリピン、ネパール、韓国は比較的早い段階からカジノを認め、利益を上げている。特にマレーシア・ゲンティンハイランドのカジノは、1978
年開業で人気が高い。フィリピンのカジノは地元客が多いが、韓国のカジノは旌善郡にある江原ランドを除き外国人専用で、入場には国籍チェックでパスポートが必要であ
り、日本に近いカジノ合法国であったことから、客の9割が日本人であった 。近年は中国人観光客の急増により、客の大半が中華人民共和国からの客である 。
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いしだまさひこ：法政大学経済学部卒業、横浜市立大学大学院医学研究科修士課程修了、医科学修士。近代映画社から独立後、醍醐味エンタープライズ（出版企画制作）設
立。紙媒体の商業誌編集長などを経験。日本医学ジャーナリスト協会会員。東京都医師会タバコ対策委員会委員。サイエンス系の単著に『恐竜大接近』（監修：小畠郁生）
『遺伝子・ゲノム最前線』（監修：和田昭允）『ロボット・テクノロジーよ、日本を救え』など、人文系単著に『季節の実用語』『沈船「お宝」伝説』『おんな城主 井伊
直虎』など、出版プロデュースに『料理の鉄人』『お化け屋敷で科学する！』『新型タバコの本当のリスク』（著者：田淵貴大）などがある。



「カジノ」は“casino”と英語表記します。「カジノ」は、「各種の遊戯施設を備えた、賭博を主とした娯楽場のこと」です。 もともと「小さな家」や「娯楽場」
という意味のイタリア語が語源とされています。「カジノ」を含む、統合型リゾート施設の設置に関する法律」は「カジノ実施法」、「IR実施法」と呼び、日本でも話題
になっています。「カジノ」の具体的な娯楽施設やゲームとして、「スロットマシン」や「ルーレット」、「ブラックジャック」などがあります。


